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本
年
四
月
一
日
付
け
で
長
崎
総
合
科
学
大
学
の
学

長
に
黒
川
不
二
雄
様
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ご
挨
拶

の
寄
稿
文
を
頂
き
ま
し
た
の
で
後
ほ
ど
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

世
界
的
に
ま
ん
延
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
日
本
で
は
本
年
五
月
八
日
に
５
類
相
当
に
引

き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
皆
様
方
の
生
活
様
式
も
少

し
ず
つ
変
化
し
始
め
て
い
る
こ
と
と
推
察
い
た
し
ま

す
。こ

の
三
年
余
り
同
窓
会
役
員
会
、
幹
事
会
も
リ

モ
ー
ト
会
議
を
多
用
し
人
と
人
の
接
触
を
で
き
る
だ

け
避
け
て
き
ま
し
た
が
、
去
る
五
月
十
三
日
に
久
し

ぶ
り
に
対
面
で
役
員
会
、
幹
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
各
地
の
地
区
長
が
集
ま

り
会
議
の
後
、
田
頭
理
事
長
と
黒
川
新
学
長
を
お
迎

え
し
た
交
流
会
を
開
催
し
各
地
区
長
と
の
友
好
を
温

め
ま
し
た
。

新
幹
線
の
開
通
な
ど
に
よ
る
新
駅
舎
の
完
成
を
は

じ
め
、
長
崎
駅
周
辺
の
再
整
備
と
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
の

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
で
様
変
わ
り
し
つ
つ

あ
る
状
況
に
驚
か
れ
た
地
区
長
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
創
立
八
十
周
年
に
は
全
国
の
同
窓
生
に
呼

び
掛
け
て
の
同
窓
会
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
昨
年
ま
で
と
は
状
況
が
変
化
し
つ

つ
あ
る
よ
う
で
す
の
で
、
今
後
の
社
会
情
勢
を
勘
案

し
つ
つ
学
校
法
人
の
行
事
と
も
連
携
を
計
り
な
が
ら

同
窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ
な
い
か
役
員
会
、
幹
事
会

で
検
討
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

大
学
の
今
年
度
の
入
学
者
数
は
入
学
定
員
の
八
割

で
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
す
。
今
後
と
も
大
学

と
同
窓
会
が
一
丸
と
な
り
広
報
活
動
を
継
続
い
た
し

ま
す
の
で
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
御
助
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

同
窓
会
会
長　

御　

所　

健　

剛

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
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報　

告　

事　

項

令
和
五
年
度
事
業
計
画（
案
）

（
令
和
５
年
５
月
１
日
～
令
和
６
年
４
月
30
日
）

令
和
５
年

　

５
月
８
日
㈪　

監　

査　

14
時
00
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　

同
窓
会
事
務
室
に
て

　

５
月
13
日
㈯　

幹
事
会　

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
00
分
～
14
時
00
分

場
所
：
長
崎
市
立
図
書
館

　

５
月
13
日
㈯　

役
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

14
時
30
分
～
16
時
30
分

・
令
和
四
年
度
事
業
報
告
、

決
算
に
つ
い
て

・
令
和
五
年
度
事
業
計
画
、

予
算（
案
）
に
つ
い
て

・
役
員
改
選（
案
）に
つ
い
て

・
そ
の
他

場
所
：
長
崎
市
立
図
書
館

　

５
月
13
日
㈯　

懇
親
会　

17
時
00
分
～

理
事
長
、
新
学
長　

招
待

　

６
月
21
日
㈬　
「
石
だ
た
み
」
99
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
稿
締
切

　

６
月
26
日
㈪　
　

〃　

初
校
正

　

６
月
30
日
㈮　
　

〃　

最
終
校
正

　

７
月
初
旬　
　
　

〃　

印　

刷

　

７
月
中
旬　
　
　

〃　

発
送
準
備

　

８
月
１
日
㈫　
　

〃　

発　

行

　

11
月
４
日
㈯　

幹
事
会　

11
時
00
分
～

　
　
　
　
　
　
　
（
造
大
祭
）

令
和
６
年

　

３
月
19
日
㈫　

卒
業
式　

10
時
00
分
～

　
　
　
　
　
　
　

卒
業
祝
賀
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　

幹
事
会　

13
時
30
分
～

　

４
月
初
旬　
　

令
和
６
年
度
入
学
式

協
議
事
項
で
の
決
定

①　

令
和
四
年
度
事
業
・
決
算
・
監
査
報
告

　

安
田
事
務
局
長
よ
り
事
業
・
決
算
報
告

が
な
さ
れ
、
中
野
監
事
よ
り
監
査
報
告
が

あ
っ
た
。

　
報
告
の
通
り
承
認

②　

令
和
五
年
度
事
業
計
画
（
案
）

　
原
案
通
り
承
認

③　

令
和
五
年
度
予
算
（
案
）

　
原
案
通
り
承
認

④　

役
員
改
選
（
案
）

　

中
部
地
区
は
、
藤
本
氏
よ
り
田
橋
氏
へ

交
代
。

報
告
事
項

・
大
学
状
況
説
明

・
八
十
周
年
記
念
に
つ
い
て

・
メ
モ
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
整
備
費
寄
付
金
に

つ
い
て

一
、
日　

時

令
和
五
年
五
月
十
三
日
㈯

十
四
時
十
五
分
か
ら
開
催

二
、
場　

所

長
崎
市
立
図
書
館
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル

三
、
出
席
者

役
員　

十
六
名
、
新
地
区
長
一
名

田
頭
理
事
長　

他
一
名
（
事
務
員
）

書
面
決
議
者
一
名

四
、
議
事
経
過

　

物
故
者
に
黙
と
う
後
、
会
長
あ
い
さ
つ
、

役
員
自
己
紹
介
が
あ
り
、
会
長
よ
り
議
事

が
進
め
ら
れ
、
事
務
局
長
よ
り
議
案
の
説

明
が
あ
っ
た
。

五
、
議　

事

①　

第
一
号
議
案
：

令
和
四
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報

告
に
つ
い
て

②　

第
二
号
議
案
：

令
和
五
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ

い
て

③　

第
三
号
議
案
：

令
和
五
年
度
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

④　

第
四
号
議
案
：

　
　

役
員
改
選
（
案
）
に
つ
い
て

六
、
そ
の
他

　

報
告
事
項

大
学
の
近
況
報
告

令
和
五
年
度
役
員
会
報
告

令
和
十
年
度
の
耐
震
改
修
化
率
百
パ
ー
セ

ン
ト
を
目
標
と
し
て
、
耐
震
改
修
が
進
行
中

で
す
。

な
か
で
も
建
築
学
コ
ー
ス
が
入
っ
て
い
る

七
号
館
は
耐
震
改
修
が
で
き
ず
、
早
い
時
期

の
建
替
え
が
必
要
と
の
こ
と
で
令
和
六
年
二

月
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
度
に
行
わ
れ
た
入

札
の
結
果
、
材
料
費
の
高
騰
や
工
期
内
に
完

成
す
る
こ
と
が
困
難
等
の
理
由
で
工
事
に
着

手
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

お
聞
き
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
そ
の
後

学
内
で
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
新
七
号
館
の

建
設
は
行
わ
ず
、
既
存
の
校
舎
内
で
各
学

部
、
各
コ
ー
ス
を
再
配
置
し
、
そ
の
後
閉
鎖

す
る
と
の
結
論
に
達
し
た
よ
う
で
す
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
新
た
な
借
り
入
れ
も
す
る
こ
と

な
く
、
法
人
経
営
を
圧
迫
す
る
要
因
が
一
つ

解
消
さ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
他
に
耐
震
改
修
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
建
物
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
田

頭
理
事
長
に
お
か
れ
て
は
厳
し
い
か
じ
取
り

を
行
っ
て
頂
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
同
窓
会
と
し
て
も
学
校
法

人
と
一
丸
と
な
っ
て
、
全
国
の
同
窓
生
の
力

を
お
借
り
し
更
な
る
学
生
募
集
に
英
知
を
結

集
す
る
こ
と
と
致
し
て
お
り
ま
す
。



2023年（令和５年）８月１日 第　99　号石 だ た み ⑷
　

本
年
四
月
一
日
よ
り
、
八
十
年
の
伝
統

あ
る
長
崎
総
合
科
学
大
学
の
学
長
を
仰
せ

つ
か
り
、
こ
の
数
ヶ
月
を
走
り
抜
け
て
参

り
ま
し
た
。

　

直
近
の
三
名
の
学
長
（
十
六
～
十
八
代

貴
島
勝
郎
先
生
、
十
九
・
二
十
代
木
下
健

先
生
、
二
十
一
・
二
十
二
代
池
上
国
広
先

生
）
は
造
船
や
海
洋
を
専
門
分
野
と
す
る

方
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
今
か
ら
八
十
年

前
の
一
九
四
三
年
（
昭
和
十
八
年
）
に
当

時
の
長
崎
の
主
要
産
業
で
あ
っ
た
造
船
業

の
人
材
育
成
を
担
う
た
め
に
設
立
さ
れ
た

本
学
と
し
て
は
、
そ
れ
は
当
然
の
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
度
、
長
崎
総
合
科

学
大
学
の
学
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
が
、

私
の
専
門
分
野
は
電
子
回
路
、
最
近
は
特

に
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
呼
ば
れ

る
分
野
で
あ
り
、
造
船
や
海
洋
と
少
な
か

ら
ず
関
わ
り
は
あ
り
ま
す
が
、
直
接
的
で

は
な
い
分
野
か
ら
の
抜
擢
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
は
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
大
転
換
、
半
導
体
産
業
の
再
興
、
世

界
に
後
れ
を
取
っ
た
デ
ィ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
、
さ
ら
に
は
ガ
ソ
リ
ン
車
か
ら
Ｅ
Ｖ
へ

の
シ
フ
ト
と
い
っ
た
多
く
の
課
題
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
本
学
は
、
伝
統
を
引
き
継

ぐ
船
舶
工
学
コ
ー
ス
、
工
学
系
の
大
学
に

と
っ
て
基
幹
と
な
る
機
械
工
学
、
建
築
工

学
、
電
気
電
子
工
学
の
各
コ
ー
ス
か
ら
、

社
会
の
要
望
に
応
え
た
医
療
工
学
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
工
学
、
生
命
環
境
工
学
お
よ
び

知
能
情
報
コ
ー
ス
と
幅
広
い
分
野
を
網
羅

す
る
こ
と
で
、
社
会
か
ら
の
様
々
な
課
題

に
対
応
で
き
る
即
戦
力
の
人
材
の
育
成
を

図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
様
々
な
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
て
、
教
授
陣
と

学
生
が
一
緒
に
な
っ
て
Ｅ
Ｖ
・
電
動
船
、

ロ
ボ
ッ
ト
や
医
療
機
器
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
達
成
の
た
め
の
洋
上
風
力
発
電

や
太
陽
電
池
電
源
シ
ス
テ
ム
、
半
導
体
、

Ｉ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
、
地
域
共
創
と
い
っ
た
社
会

か
ら
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
次
の
世
代
の
技

術
と
人
材
を
担
う
大
学
と
し
て
「
ひ
と
つ

先
の
風
景
」
を
描
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

そ
の
た
め
の
教
育
、
研
究
、
運
営
体
制
を

幅
広
い
分
野
に
関
わ
る
電
子
回
路
の
専
門

家
と
し
て
整
え
る
こ
と
が
私
の
責
務
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
ま
ず
、
今
ま
で
の

本
学
の
歩
み
や
制
度
を
振
り
返
り
、
い
い

と
こ
ろ
探
し
の
棚
卸
し
を
し
て
参
り
ま
し

た
。
本
学
に
は
、
高
校
、
別
科
日
本
語
研

修
課
程
、
学
部
、
大
学
院
修
士
課
程
お
よ

び
博
士
課
程
が
全
て
揃
っ
て
お
り
、
し
か

も
入
学
金
あ
る
い
は
授
業
料
免
除
、
特
別

推
薦
制
度
な
ど
素
晴
ら
し
い
仕
組
み
が
充

実
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
卒
業
後
も
割

安
で
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
ま
で
で
き
ま

す
。
何
処
ま
で
も
身
内
を
大
切
に
す
る
と

い
う
一
貫
し
た
思
想
を
貫
い
て
い
ま
す
。

　

次
に
、こ
の
安
定
し
た
修
学
制
度
の
下
、

地
域
を
始
め
と
す
る
社
会
の
課
題
解
決
が

で
き
、
教
養
と
知
力
を
備
え
た
即
戦
力
と

し
て
、「
ひ
と
つ
先
の
風
景
」
で
あ
る
次

世
代
の
社
会
を
想
像
で
き
、
実
現
に
貢
献

で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
参
り
ま
す
。
今
後
、
長
崎
に
と
っ
て
も

日
本
、
世
界
に
と
っ
て
も
最
も
重
要
な
課

題
で
あ
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成

に
向
け
て
、
本
学
の
強
み
で
あ
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
シ
ス
テ
ム
化
技
術
を
軸

に
、
海
外
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
始
め
と
す

る
物
流
の
九
十
九
％
を
運
ぶ
船
の
グ
リ
ー

ン
電
動
船
化
や
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発

掘
、
バ
イ
オ
燃
料
技
術
、
そ
れ
ら
電
力
の

輸
送
や
変
換
技
術
、
シ
ス
テ
ム
を
制
御
す

る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

や
Ａ
Ｉ
技
術
、
そ
の
実
装
の
た
め
の
Ａ
Ｉ

半
導
体
技
術
、
そ
う
い
っ
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
適
用
先
と
し
て
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
、
病
院
や
一
般
家
庭
、
さ
ら
に
は
Ｅ
Ｖ

の
設
計
技
術
な
ど
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
地
域
の
生
態
系
や
文
化
遺
産
の
調
査

や
維
持
、
長
寿
の
た
め
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
な

ど
も
大
事
で
す
。
こ
れ
ら
最
先
端
の
研
究

を
進
め
る
教
授
陣
と
共
に
、
学
生
が
次
世

代
の
新
し
い
社
会
の
風
景
を
夢
見
て
想
像

し
、「
ひ
と
つ
先
の
風
景
」
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
将
来
、
そ
の
夢
を
実
現
し
て
欲

し
い
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
本
学
は
、
次
の
節
目
で

あ
る
創
立
九
十
年
に
向
か
っ
て
、「
十
年

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
作
成
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
よ
り
良
い
教
育
シ
ス
テ
ム
、
特

徴
あ
る
研
究
拠
点
化
、
ス
リ
ム
で
ス
ピ
ー

ド
感
の
あ
る
運
営
組
織
体
制
、
充
実
し
た

設
備
と
学
生
が
集
え
る
施
設
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

今
後
の
長
崎
総
合
科
学
大
学
の
発
展
に
向

け
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

長
崎
総
合
科
学
大
学

　
学
長
　
黒
川
不
二
雄

ご
　
挨
　
拶

長
崎
総
合
科
学
大
学

　
学
長
　
黒
川
不
二
雄

ご
　
挨
　
拶
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十
一
月
二
十

六
日
㈯
に
開
催

さ
れ
た
講
演
会

に
行
っ
て
来
ま

し
た
。

　

講
演
の
中
で

「
グ
ラ
バ
ー
園

の
中
に
あ
る
オ

ル
ト
邸
の
最
後

の
所
有
者
は
川

南
豊
作
氏
、
川

南
造
船
所
の
社

長
だ
っ
た
。」

と
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。
八
十

周
年
記
念
講
演
に
ふ
さ
わ
し
い
話
で
し
た
。

同
窓
会
会
長　

御
所　

健
剛

　

二
〇
二
三
年
三
月
二
十
日
、「
池

上
先
生
退
官
を
お
祝
い
す
る
会
」
を

福
山
市
で
開
催
し
、
中
国
地
区
造
船

所
の
有
志
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

池
上
先
生
の
研
究
室
出
身
者
も
多

数
お
り
、
先
生
の
熱
の
入
っ
た
卒
論

指
導
の
話
な
ど
、
昔
話
に
花
が
咲
き

ま
し
た
。
参
加
者
の
健
康
と
こ
れ
か

ら
の
益
々
の
活
躍
を
お
祈
り
す
る
と

と
も
に
、
先
生
と
は
中
国
地
区
同
窓

会
で
の
再
会
を
約
束
し
、
盛
況
の
う

ち
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
国
地
区　

副
地
区
長　

小
田　

弘
毅

（
常
石
造
船
）

「未来創造寄付金」に対する
お礼状・感謝状をいただきました

大学創立80周年記念講演会開催しました
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バ
ス
に
乗
り
、
今
治
港
か
ら
三
原
港
へ
フ
ェ

リ
ー
で
渡
り
、
三
原
駅
か
ら
こ
だ
ま
・
ひ
か

り
へ
と
新
幹
線
を
乗
り
継
ぎ
博
多
へ
。
博
多

か
ら
急
行
で
長
崎
へ
。
当
時
は
片
道
十
三
時

間
程
度
か
か
っ
て
い
た
が
今
で
は
約
五
時
間

あ
ま
り
で
行
け
る
近
さ
と
な
っ
た
。
武
雄
温

泉
駅
で
西
九
州
新
幹
線
に
乗
り
換
え
の
不
便

さ
は
あ
る
が
、
十
一
時
三
十
分
前
に
は
長
崎

駅
到
着
。
生
憎
Ｇ
７
保
健
相
サ
ミ
ッ
ト
が
開

催
中
で
長
崎
市
内
は
厳
戒
態
勢
。

　

役
員
会
参
加
後
、
懇
親
会
へ
。
田
頭
理
事

長
・
黒
川
新
学
長
・
御
所
会
長
ご
挨
拶
の
の

ち
乾
杯
。
参
加
者
二
十
名
に
て
約
二
時
間
懇

親
を
図
っ
た
。
懇
親
会
の
中
で
、
基
礎
研
究

と
応
用
研
究
の
両
方
を
備
え
る
本
学
は
、
二

〇
二
一
年
に
雑
誌
「
Ｎ
ｅ
ｗ
ｔ
ｏ
ｎ
」
の
理

工
系
研
究
力
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
三
十
三

位
、
物
理
学
は
十
三
位
と
健
闘
し
、
私
立
大

　

令
和
四
年
度
決
算
及
び
令
和
五
年
度
予
算

等
の
審
議
が
行
わ
れ
、
議
案
通
り
に
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛
し
て
い
た
対
面
に
よ
る

会
議
を
上
記
日
程
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

三
年
余
り
に
わ
た
り
Ｚｏｏｍ
会
議
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
は
対
面
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
全
国
か
ら
ほ
と
ん
ど
の
役
員
の

方
に
ご
参
加
を
頂
き
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

会
議
後
の
懇
親
会
へ
は
田
頭
理
事
長
、
黒

川
新
学
長
を
お
招
き
し
、
大
学
の
近
況
を
伺

う
な
ど
和
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

長
崎
総
合
科
学
大
学
同
窓
会　

会　

長　

御　

所　

健　

剛

幹
事
会
・
役
員
会

　
日
　
時
：
令
和
５
年
５
月
13
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
13
時
00
分
～

　
場
　
所
：
長
崎
市
立
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル

去
る
、
五
月
十
三
日
、
長
崎
市
立
図
書
館

メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
に
て
令
和
五
年
度
の
同

窓
会
幹
事
会
及
び
役
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
幹
事
会
で
は
令
和
四
年
度
の
事
業
報
告

及
び
決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
、
引
き
続
き
令

和
五
年
度
の
事
業
計
画
案
と
予
算
案
が
審
議

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
役
員
会
へ
と
場
を
変
え
て
同
様
に
四
年

度
の
各
報
告
の
承
認
と
五
年
度
の
事
業
計

画
案
、
予
算
案
が
説
明
さ
れ
、
審
議
の
結

果
、
承
認
さ
れ
、
そ
の
他
、
大
学
状
況
説
明
、

八
十
周
年
記
念
行
事
、
メ
モ
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン

整
備
費
寄
付
金
等
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
前
回
の
役
員
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の

開
催
の
た
め
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
の
Ｚｏｏｍ
を
使
っ

た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
を
体
験
す
る
事
と
な
り
、
良

い
勉
強
に
も
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
対
面
で

の
役
員
会
に
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国

各
地
の
地
区
長
が
集
ま
り
活
発
な
議
論
が
交

さ
れ
、
中
に
は
母
校
を
思
う
熱
い
提
言
、
意

見
に
触
れ
る
事
が
で
き
大
変
、
有
意
義
な
会

　

久
方
ぶ
り
の
長
崎
訪
問
で
Ｊ
Ｒ
長
崎
駅
に

新
幹
線
の
ホ
ー
ム
及
び
構
内
に
立
派
な
お
土

産
店
が
あ
り
又
駅
前
通
り
が
昭
和
四
十
五
年

当
時
と
比
べ
様
変
わ
り
し
て
い
て
驚
く
ば
か

り
で
し
た
が
、
懐
か
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
。

ゆ
っ
く
り
観
光
が
出
来
な
か
っ
た
事
が
残
念

で
心
残
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
機
会
が
あ
っ

た
ら
学
校
も
訪
問
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
議
の
中
で
学
校
の
状
況
に
つ
い
て
紹
介

が
あ
っ
た
サ
イ
エ
ン
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

研
究
に
強
い
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
我
が
母
校

が
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
誇
り

に
思
え
感
動
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
各
地
区
の
同
窓
生
と
談
話
が

は
ず
み
、
同
志
が
大
勢
い
る
事
に
心
強
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
本
当
に
お
世
話
に
な
り
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
安
全
に
。

中
部
地
区
同
窓
会　
　
　

地
区
長　

田
橋　

良
雄

　

四
国
地
区
長
を
拝
命
し
た
も
の
の
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
丸
三
年
間
何
も
活
動
で
き
て

い
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
最
中
、
自
身
初

め
て
の
役
員
会
並
び
に
懇
親
会
に
参
加
す
る

た
め
五
月
十
三
日
土
曜
日
、
新
居
浜
駅
六
時

十
一
分
発
の
特
急
し
お
か
ぜ
に
乗
り
岡
山
経

由
で
長
崎
に
向
か
っ
た
。
私
が
学
生
の
頃
は

瀬
戸
大
橋
も
な
く
、
新
居
浜
か
ら
今
治
ま
で

幹
事
会
・
役
員
会
・
懇
親
会
開
催

議
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
全
国
に

お
ら
れ
る
同
窓
生
の
皆
さ
ん
、
ま
ず
、
各
地

区
の
同
窓
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

長
崎
総
合
科
学
大
学
同
窓
会　

副
会
長　

櫻　

庭　

浩　

一
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同
窓
会
役
員
会
議
に
出
席
の
た
め
、
前
日

に
、
博
多
駅
か
ら
特
急
で
武
雄
温
泉
駅
・
新

幹
線
に
乗
り
換
え
、
約
四
十
二
年
ぶ
り
に
訪

れ
た
長
崎
は
、
Ｇ
７
長
崎
保
健
大
臣
会
合
が

開
催
さ
れ
る
た
め
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
警
察

官
が
警
戒
し
て
い
る
緊
張
感
、
ま
た
、
長
崎

駅
の
大
規
模
な
再
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る

中
で
、
駅
前
の
夜
間
歩
行
の
た
め
集
合
し
た

思
い
出
の
高
架
広
場
が
撤
去
さ
れ
る
こ
と
の

寂
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

会
議
当
日
の
午
前
中
、「
長
崎
は
今
日
も

雨
だ
っ
た
」
の
と
お
り
雨
の
降
る
な
か
、
バ

ス
に
揺
ら
れ
網
場
へ
行
き
、散
策
し
ま
し
た
。

私
が
二
年
間
過
ご
し
た
「
清
水
ヶ
丘
寮
」
を

訪
ね
る
と
、
当
時
の
二
人
部
屋
が
一
人
部
屋

と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
懐
か
し
の
七
号

館
（
建
築
棟
）、
お
世
話
に
な
っ
た
三
号
館

（
事
務
局
）、
そ
の
前
の
噴
水
（
円
形
）
の
底

の
色
は
、
沖
縄
の
海
の
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー

ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
、
よ
く
沖
縄
の

仲
間
と
掃
除
し
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま

す
。
そ
の
噴
水
を
背
に
、
造
大
祭
で
初
め
て

沖
縄
の
模
擬
店
を
仲
間
と
出
店
し
た
こ
と
を

懐
か
し
く
思
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
宿
町
あ

た
り
を
散
策
、雨
が
や
み
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

市
内
に
戻
り
、
め
が
ね
橋
あ
た
り
を
散
策
。

当
時
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
お
世
話
に
な
っ
た
喫

茶
店
で
お
昼
を
済
ま
せ
、
い
ざ
、
会
場
の
長

崎
市
立
図
書
館
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
香
焼
島
時
代
の
先
輩
方
等
と

出
会
い
、
我
大
学
の
歴
史
を
再
認
識
で
き
ま

し
た
。

　

沖
縄
県
在
住
の
同
窓
生
の
皆
さ
ん
、
創
立

八
十
余
年
の
我
大
学
の
さ
ら
な
る
発
展
を
陰

な
が
ら
支
え
る
の
は
同
窓
会
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
窓
会
（
大
規
模
）
を
開

催
す
る
こ
と
は
、
沖
縄
県
の
コ
ロ
ナ
禍
の
終

息
が
い
ま
だ
に
見
込
ま
れ
な
い
中
、
厳
し
い

も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
小
規
模
（
卒

業
年
次
単
位
、
日
頃
の
集
い
等
）
で
集
っ
て

い
る
会
合
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
、
是
非
、

ご
一
報
（
〇
九
〇

−

一
九
四
一

−

六
七
二
三
）

下
さ
い
。

沖
縄
地
区
同
窓
会　
　
　

地
区
長　

屋
慶
名　

勉

学
と
し
て
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
順
位
で
あ

り
、
こ
う
し
た
研
究
力
を
活
か
し
て
先
進
的

な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
、
地
域

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
の
黒
川
新
学
長
の
話

が
と
て
も
印
象
的
で
あ
っ
た
。
後
輩
た
ち
も

長
崎
の
地
で
勉
学
に
励
み
、
社
会
貢
献
し
て

欲
し
い
と
願
い
つ
つ
長
崎
を
後
に
し
た
。

四
国
地
区
同
窓
会　
　
　

地
区
長　

田
窪　

秀
道

各
地
区
の

同

窓

会

だ

よ

り

同

窓

会

だ

よ

り

　

連
絡
先

東
北
・
北
海
道
地
区

　
　

地
区
長　

運
上
賢
逸
（
Ｓ
57
船
卒
）

〒
〇
八
八

−

一
一
二
八

北
海
道
厚
岸
郡
厚
岸
町
港
町
四

−

一
〇
九

自
宅
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
一
五
三

−

五
二

−

六
七
一
四

会
社
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
一
五
三

−

五
二

−

六
一
六
一

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　
　
　
　

uskunjo@
gm

ail.com

関
東
地
区
同
窓
会

　

連
絡
先

関
東
地
区

　
　

地
区
長　

西
山
睆
庸
（
Ｓ
47
船
卒
）

〒
二
二
六

−

〇
〇
一
六

神
奈
川
県
横
浜
市
緑
区
霧
が
丘
四

−

二
〇

−

二
一

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　
　
　
　

nom
otan@

a07.itscom
.net

　

携
帯　

〇
八
〇

−

五
三
三
九

−

二
〇
八
〇

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見
つ
つ
、
今
年
こ

そ
は
開
催
し
た
い
。

　

同
窓
生
懇
親
会
・
近
況
報
告
・
決
算
報
告

を
行
う
。

開
催
日
時
：
令
和
五
年
十
月
中
旬
～

十
一
月
上
旬
予
定

開
催
場
所
：
札
幌
、
札
幌
近
郊

参
加
人
数
：
十
人
～
十
五
人
程
度

東
北
・
北
海
道
地
区
同
窓
会

　

例
年
十
一
月
頃
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り

ま
し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
で
様
子
見
の
状
態
で
し

た
。
本
年
は
少
し
落
ち
着
い
て
き
た
よ
う
で

す
の
で
本
部
要
請
に
も
対
応
し
他
地
区
と
の

同
日
開
催
と
な
ら
ぬ
よ
う
十
月
又
は
十
一
月

頃
計
画
し
た
い
と
定
例
会
を
開
催
し
、
同
窓

会
ま
で
に
懸
案
事
項
の
体
調
不
良
の
西
山
地

区
長
の
後
任
な
ど
決
定
と
日
程
の
調
整
の
予

定
で
す
。

開
催
時
期
：
令
和
五
年
十
月
～
十
一
月
頃

開
催
場
所
：
東
京
都
区
内

参
加
人
員
：
二
十
名
前
後

　

同
窓
会
の
趣
旨
と
は
少
し
離
れ
て
し
ま
い

ま
す
が
関
東
地
区
に
お
い
て
は
学
生
の
就
職

に
関
す
る
造
船
・
船
・
舶
用
工
業
に
係
る
業

界
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
関
東
運
輸
局
の
協
力

を
得
て
「
か
い
こ
う
館
」
と
い
う
名
で
立
ち

上
げ
て
お
り
ま
す
。
是
非
一
度
訪
問
く
だ
さ

い
。関

東
地
区
同
窓
会
（
通
称
長
崎
会
）
へ
の

お
問
い
合
わ
せ
並
び
に
ご
意
見
は

連
絡
先
：
西
山
メ
ア
ド
：

　
　
　
　

nom
otan@

a07.itscom
.net　

に
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中
部
地
区
同
窓
会

　

同
窓
会
及
び
懇
親
会
を
開
催
す
る
。

開
催
日
時
：
令
和
五
年
十
月
頃
（
日
時
未
定
）

開
催
場
所
：
静
岡
県
静
岡
市
清
水
区

（
詳
細
場
所
未
定
）

参
加
人
数
：
十
五
名
程
度

　

令
和
五
年
五
月
三
十
日
、
静
岡
県
静
岡
市
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清
水
区
三
保

に
所
在
し
て

い
ま
す
㈱
カ

ナ
サ
シ
重
工

に
て
一
三
、

五
〇
〇
Ｄ
Ｗ

Ｔ
の
二
層
甲

板
貨
物
船
の

進
水
式
が
、

地
域
住
民
や

同
窓
Ｏ
Ｂ
の

見
守
る
な
か
で
紅
白
の
餅
が
ま
か
れ
、
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

連
絡
先

関
西
地
区

　
　

地
区
長　

南　

正
義
（
Ｓ
35
機
卒
）

〒
五
八
〇

−
〇
〇
四
三

大
阪
府
松
原
市
阿
保
四

−

一
一

−

一
二

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
二

−

三
三
五

−

三
〇
五
一

　

携
帯　

〇
九
〇

−

一
四
八
七

−

四
九
八
八

中
国
地
区
同
窓
会

　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
制
限
も
廃
止
さ
れ
ま
し
た

の
で
今
年
こ
そ
は
延
び
延
び
に
な
っ
て
い
た

同
窓
会
を
二
〇
二
三
年
中
に
三
原
に
て
開
催

予
定
で
す
。

参
加
人
数
：
二
十
～
四
十
名

　

別
途
記
載
の
通
り
三
月
二
十
日
に
前
学
長

の
池
上
先
生
退
官
を
お
祝
い
す
る
会
を
福
山

市
で
開
催
し
、
中
国
地
区
造
船
所
の
有
志
が

集
ま
り
、
先
生
退
官
の
お
祝
い
を
行
い
ま
し

た
。

　

連
絡
先

中
国
地
区

　
　

地
区
長　

佐
川
伸
生
（
Ｓ
56
船
卒
）

〒
七
二
〇

−

〇
八
三
二

広
島
県
福
山
市
水
呑
町
四
八
二
三
番
地
二
〇
一

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
八
四

−

九
五
六

−

二
六
二
六

　

携
帯　

〇
九
〇

−

三
七
四
七

−

〇
三
一
六

　
　

副
地
区
長　

小
田
弘
毅（
Ｈ
14
院
流
卒
）

〒
七
二
一

−

〇
九
七
五

広
島
県
福
山
市
西
深
津
町
六
丁
目
二

−

七

　

携
帯　

〇
九
〇

−

七
一
四
二

−

九
九
六
八

常
石
造
船
株
式
会
社

〒
七
二
〇

−

〇
三
一
三

広
島
県
福
山
市
沼
隈
町
常
石
一
〇
八
三
番
地

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
八
四

−

九
八
七

−

一
三
五
〇

四
国
地
区
同
窓
会

　

卒
業
生
（
同
窓
生
）
の
親
睦
を
図
る
た
め
、

松
山
市
内
に
て
同
窓
会
を
開
催
予
定
。

開
催
日
時
：
令
和
五
年
十
二
月
二
日
㈯

参
加
人
数
：
十
名
～
十
五
名

　

本
部
同
窓
会
出
席
報
告
・
四
国
地
区
近
況

報
告
他
行
い
ま
す
。

　

連
絡
先

中
部
地
区

　
　

地
区
長　

田
橋
良
雄
（
Ｓ
45
船
卒
）

〒
四
二
四

−
〇
九
〇
一

静
岡
県
静
岡
市
清
水
区
三
保
九
一

ホ
ワ
イ
ト
キ
ャ
ッ
ス
ル
二
〇
九

　

携
帯　

〇
九
〇

−

四
七
九
七

−

一
七
六
六

在
籍
会
社　

㈱
カ
ナ
サ
シ
重
工

 

令
和
五
年
五
月
よ
り
前
任
の
藤
本
正
洋
先

輩
の
後
任
と
し
て
地
区
長
を
拝
命
致
し
ま
し

た
船
舶
45
年
卒
の
田
橋
良
雄
で
す
。
今
後
は

各
地
区
の
同
窓
生
の
皆
様
の
お
知
恵
を
お
借

り
し
な
が
ら
中
部
地
区
の
同
窓
生
と
共
に
、

益
々
の
学
校
発
展
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

地区長

田橋　良雄
（Ｓ45船卒）

地
区
長
就
任
の
ご
挨
拶

　

連
絡
先

四
国
地
区

　
　

地
区
長　

田
窪
秀
道
（
Ｓ
56
管
卒
）

〒
七
九
二−

〇
八
九
三

愛
媛
県
新
居
浜
市
多
喜
浜
四
丁
目
七

−

二
〇

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
八
九
七−

四
六−

二
八
二
八

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
八
九
七−

四
五−

一
七
二
四

　

携
帯　

〇
九
〇

−

二
八
九
八

−

六
九
八
八

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
九
七−

四
六−

二
七
八
一

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　
　
　
　

tfactory@
dokidoki.ne.jp

　
　
　
　
　

tfactory1958@
icloud.com

福
岡
地
区
同
窓
会

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
長
年
実
施
で
き
な

か
っ
た
地
区
同
窓
会
（
懇
親
会
）
を
今
秋
開

催
し
、同
窓
の
皆
さ
ん
と
親
交
を
深
め
た
い
。

開
催
日
時
：
十
月
又
は
十
一
月
を
予
定

開
催
場
所
：
福
岡
市
内
（
未
定
）

参
加
人
数
：
約
二
十
人　

　

七
月
中
旬
に
役
員
会
を
開
催
し
、
同
窓
会

の
日
時
を
決
定
予
定
。

　
　
　
　
　
　
　

工
務
部
顧
問

〒
四
二
四

−

〇
九
〇
一

静
岡
県
静
岡
市
清
水
区
三
保
四
九
一

−

一

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
五
四−

三
三
四−

五
一
五
五

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
四−

三
三
五−

四
四
三
九

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　
　
　

tabashi-y@
kanasashi-hi.co.jp

関
西
地
区
同
窓
会

　

仲
間
意
識
を
高
め
て
親
睦
を
図
る
た
め
、

十
月
下
旬
、
十
一
月
開
催
予
定
。

参
加
人
数
：
十
人
前
後

　

コ
ロ
ナ
禍
騒
動
も
一
段
落
の
様
子
な
の

で
、
連
絡
の
取
れ
る
同
輩
方
（
初
対
面
の

方
々
）
に
電
話
を
入
れ
て
、
昼
食
を
と
も
に

し
て
親
睦
を
温
め
て
お
り
ま
す
。

　

会
う
方
々
は
皆
さ
ん
大
学
、
同
窓
会
に
思

い
の
あ
る
方
で
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
る
の
で
、

こ
の
五
月
よ
り
毎
月
十
名
程
度
の
方
に
便
り

を
送
り
返
信
を
期
待
せ
ず
待
つ
姿
勢
で
す
。

　

尚
、
関
西
二
府
四
県
に
は
二
千
を
超
え
る

同
輩
が
お
ら
れ
ま
す
の
で
気
を
な
が
く
も
っ

て
、
次
の
地
区
長
さ
ん
に
つ
な
ご
う
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
時
思
っ
た
の
は
女
性
の
方
々
は
同
窓

生
同
士
お
茶
会
的
な
こ
と
を
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　

同
窓
会
等
の
連
絡
は
今
ま
で
は
男
性
ば
か

り
。
女
性
へ
の
連
絡
は
？
結
婚
さ
れ
て
名
字

が
合
っ
て
い
る
か
、
今
も
昔
の
住
所
で
よ
い

の
か
迷
っ
て
お
り
ま
す
。
現
状
の
ま
ま
で
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。
女
性
同
輩
の
事
情
、
状

況
を
知
り
た
く
思
い
ま
す
。

　

全
国
の
女
性
同
輩
の
皆
様
の
意
見
を
き
か

せ
て
く
だ
さ
い
。
同
窓
会
事
務
局
に
。

　

連
絡
先

福
岡
地
区

　
　

地
区
長　

本
多
敏
夫
（
Ｓ
44
船
卒
）

〒
八
一
四

−

〇
一
七
四
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中
九
州
地
区
同
窓
会

　

十
月
武
雄
市
に
て
同
窓
会
を
開
催
予
定
。

参
加
人
数
：
約
三
十
人

　

住
所
変
更
等
が
行
わ
れ
て
い
な
い
為
、
連

絡
が
つ
か
な
い
。
実
家
を
会
報
の
送
付
先
に

し
て
い
る
。
本
人
は
関
東
住
ま
い
の
方
が
多

い
。
連
絡
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
有
同
窓
会
感

下
平

一
先
韻　
　

卒
業　

而
来　

幾
十
年

同
窓　

集
得　

話
頭
円

長
崎　

好
会　

親
和
夜

師
友　

交
情　

永
続
縁

　

連
絡
先

中
九
州
地
区
（
佐
賀
・
熊
本
）

　
　

地
区
長　

村
上
健
夫
（
Ｓ
46
建
卒
）

〒
八
四
八−

〇
〇
四
三

佐
賀
県
伊
万
里
市
瀬
戸
町
一
二
五
六

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
九
五
五−

二
三−

二
八
三
〇

　
　

幹　

事　

安
田　

修
（
Ｈ
８
流
体
工
学
卒
）

　

連
絡
先

南
九
州
地
区
（
大
分
・
宮
崎
・
鹿
児
島
）

　
　

地
区
長　

野
元
達
美
（
Ｓ
47
船
卒
）

〒
八
九
一−

〇
一
四
五

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
錦
江
台
一−

三
〇−

一
六

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　
　
　
　

nom
otan@

a07.itscom
.net

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
九
九−

二
六
一−

二
二
六
一

　

携
帯　

〇
九
〇−

一
一
六
七−

六
六
二
七

南
九
州
地
区
同
窓
会

　

残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
騒
動
に
な
る
以
前
よ

り
南
九
州
地
区
は
大
分
、
宮
崎
そ
し
て
鹿
児

島
で
の
公
の
同
窓
会
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
も
う
そ
ろ
そ
ろ
何
ら
か
の
形
で
の
開
催

を
と
模
索
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
四
年
間
で
親
し
く
し
て
い
ま
し
た
四

名
を
亡
く
し
た
こ
と
も
い
く
ら
か
の
影
響
も

あ
り
ま
す
。

　

昨
年
あ
る
か
も
し
れ
な
か
っ
た
八
十
周
年

に
因
ん
で
の
同
窓
会
を
と
の
思
い
は
あ
り
周

囲
の
方
に
は
打
診
は
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
先
日
も
二
名
の
方
か
ら
中
止
だ
っ

た
の
で
す
か
と
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
ま
し

た
。

　

船
舶
、
機
械
、
建
築
、
電
気
の
卒
業
生
の

方
が
主
に
な
る
と
は
考
え
ま
す
が
何
ら
か
の

形
で
年
内
の
開
催
を
と
考
え
て
お
り
ま
す
が

現
在
の
学
科
コ
ー
ス
卒
業
生
の
方
に
も
声
掛

け
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

連
絡
先

沖
縄
地
区

　
　

地
区
長　

屋
慶
名
勉
（
Ｓ
56
建
卒
）

〒
九
〇
〇−

〇
〇
一
一

沖
縄
県
那
覇
市
上
之
屋
三
七
四

−

三

ミ
オ
カ
ス
テ
ー
ロ
泊
六
〇
七

　

携
帯　

〇
九
〇−

一
九
四
一−

六
七
二
三

沖
縄
地
区
同
窓
会

長
崎
地
区
同
窓
会

　

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

方
針
変
更
を
受
け
、
今
年
は
長
崎
の
代
表
的

な
祭
事
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
お
く
ん
ち
」
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
長

崎
の
百
年
に
一
度
の
変
革
期
と
称
さ
れ
る
大

規
模
開
発
の
動
き
に
呼
応
す
る
よ
う
に
そ
の

他
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
る
な

ど
、
今
、
長
崎
は
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

長
崎
地
区
に
お
き
ま
し
て
も
コ
ロ
ナ
禍
で
開

催
出
来
な
か
っ
た
地
区
同
窓
会
を
再
開
す
べ

く
、
幹
事
会
に
て
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
今
年
の
十
一
月
十
日
㈮
に
会
場
確

保
が
可
能
で
あ
る
と
確
認
で
き
た
為
、
今
年

度
の
地
区
同
窓
会
を
開
催
す
る
決
定
を
い
た

し
ま
し
た
。（
※
詳
細
は
十
二
ペ
ー
ジ
へ
）

ぜ
ひ
多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
に
参
加
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

沖
縄
県
内
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

等
の
終
息
へ
の
目
途
が
た
た
な
い
た
め
、
地
区

同
窓
会
も
し
く
は
懇
親
会
等
の
開
催
は
困
難
。

　

連
絡
先

長
崎
地
区

　
　

地
区
長　

山
口
潤
次
郎
（
Ｈ
２
電
卒
）

〒
八
五
〇

−

〇
〇
六
六

長
崎
県
長
崎
市
大
浜
町
一
六
〇
五

−

一

マ
リ
ナ
シ
テ
ィ　

Ａ

−

一
一
一
三

　

携
帯　

〇
九
〇

−

一
八
七
五

−

六
七
五
五

二
〇
二
二
年
十
二
月
八
日

ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
長
崎

ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ト
に
て

福
岡
県
福
岡
市
早
良
区
田
隈
三

−

三
一

−

八

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
九
二

−

八
六
一

−

三
二
一
六

　

携
帯　

〇
九
〇

−

九
六
〇
二

−

六
二
五
八

　
　

支
部
長　

鶴　

博
行
（
Ｓ
45
建
卒
）

　

携
帯　

〇
九
〇

−

八
四
〇
一

−

八
一
二
七

　
　

副
支
部
長　

柳
原
正
俊
（
Ｓ
49
機
卒
）

　

携
帯　

〇
九
〇

−

三
六
〇
三

−

二
〇
〇
六

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
九
二

−

七
三
一

−

〇
〇
一
〇

　
　

幹　

事　

森
友
雄
二
（
Ｓ
53
管
卒
）

　

携
帯　

〇
九
〇

−

八
四
一
八

−

〇
七
三
九

学
内
同
窓
生
・

長
崎
地
区
役
員
懇
親
会

名
村
造
船
所
品
質
保
証
部

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
九
五
五−

二
七−

一
一
二
三

　

携
帯　

〇
九
〇−

五
九
二
〇−

四
九
四
〇
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卒
業
し

て
四
十
二

年
が
経
過

し
た
私
た

ち
グ
ル
ー

プ
は
、
奥

村
先
生
の

ご
参
加
を

得
て
、
福

岡
県
八
女

市
星
野
村

池
の
山
荘

に
て
同
窓

会
を
開
催

し
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
二
年
前
に
実
施

す
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の

も
と
、
感
染
等
を
考
慮
し
自
重
し
て
い
ま
し

た
。
よ
う
や
く
環
境
も
落
ち
着
き
島
幹
事
の

声
掛
け
に
よ
り
、
今
回
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
先
生
を
含
め
九
名
が
出
席
し
、
各
自
髪

の
毛
が
薄
く
な
っ
た
な
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
健

康
状
況
や
近
況
を
最
初
は
報
告
し
あ
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
気
分
は

学
生
時
代
に
戻
り
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
当

時
を
懐
か
し
み
な
が
ら
酒
を
酌
み
交
わ
し
夜

遅
く
ま
で
、
語
り
合
い
楽
し
い
一
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

次
期
幹
事
を
決
定
し
次
回
長
崎
で
の
再
会

を
約
束
し
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
参
加

出
来
な
か
っ
た
皆
さ
ん
次
回
は
参
加
さ
れ
、

懇
親
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
度
卒
業　

奥
村
研
究
室
同
窓
会
報
告

日
時
：
二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
四
日
㈭

　
　
　
　

十
五
時
～
二
十
時

場
所
：
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

　

当
同
窓
会
は
結
果
的
に
造
船
科
卒
が
多
く

な
り
ま
し
た
が
、
当
時
の
造
船
・
建
築
・
機

械
・
電
気
四
学
科
、
卒
業
年
度
は
四
十
四
年

卒
か
ら
五
十
年
卒
ま
で
の
参
加
者
で
し
た
。

　

大
学
よ
り
田
頭
理
事
長
、
池
上
学
長
、
御

所
同
窓
会
会
長
に
も
ご
参
加
を
い
た
だ
き
五

十
年
ぶ
り
の
再
会
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
次
回
は
長
崎
で
の
同
窓
会
を
約
束
し

ま
し
た
。

長
崎
造
船
大
学

昭
和
四
十
五
年
～
四
十
七
年
卒

同
窓
会
開
催

造
船
大
学
準
硬
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会

二
〇
二
二
年
十
月
九
日

空
手
道
部
七
十
周
年
記
念
Ｏ
Ｂ
会
総
会

二
〇
二
二
年
十
一
月
十
九
日
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事
務
局
か
ら
卒
業
生
の
皆
様
へ

　

長
崎
総
合
科
学
大
学
同
窓
会
で
は
、
個
人

情
報
保
護
法
の
関
係
か
ら
双
方
の
了
解
を
得

て
連
絡
先
を
お
伝
え
し
て
お
り
ま
す
。
写
真

も
許
可
を
得
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　

年
一
回
会
報
「
石
だ
た
み
」
を
発
送
し
て

お
り
ま
す
が
、
毎
年
二
〇
〇
通
ほ
ど
戻
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。
お
手
数
で
す
が
住
所
変
更

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

桑
原
充
孝
氏
（
卓
球
部
・
船
Ｓ
47
年
卒
）

理
事
長
と
同
窓
会
室
前
に
て

心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

岩
崎
登
良
夫
様（
船
Ｓ
47
卒
）Ｒ
４
・７
・
28
逝
去

古
川　
　

淳
様（
造
Ｓ
37
卒
）Ｒ
４
・５
・
３
逝
去

西
川　

和
人
様（
機
Ｓ
38
卒
）Ｒ
４
・７
・
22
逝
去

倉
内　

康
裕
様（
管
Ｓ
53
卒
）Ｈ
28
・
10
・
８
逝
去

咲
本　

隆
幸
様（
建
Ｈ
５
卒
）Ｈ
30
・７
・
２
逝
去

平
床　

武
信
様（
造
Ｓ
32
卒
）Ｒ
３
・
10
・
12
逝
去

錦
織　
　

廉
様（
造
Ｓ
35
卒
）　　
　
　
　

逝
去

前
田　

育
雄
様（
建
Ｓ
47
卒
）Ｒ
２
・
９
・
10
逝
去

山
内　
　

勇
様（
機
Ｓ
25
卒
）Ｒ
４
・５
・
３
逝
去

斉
藤　

憲
一
様（
建
Ｓ
57
卒
）Ｒ
２
・
11
・
23
逝
去

津
波　

英
敏
様（
電
Ｈ
７
卒
）Ｒ
３
・
10
・
25
逝
去

佐
藤　

暢
高
様（
建
Ｈ
７
卒
）Ｒ
４
・
１
・
24
逝
去

岡
崎　

恒
人
様（
建
Ｓ
49
卒
）Ｒ
２
・
12　
逝
去

小
野　

史
郎
様（
機
Ｓ
45
卒
）Ｒ
３
・
３
・
27
逝
去

熊
谷　
　

勉
様（
機
Ｓ
39
卒
）Ｒ
３
・
３
・
23
逝
去

高
取　

和
彦
様（
船
Ｓ
57
卒
）Ｈ
28
・
10
・
18
逝
去

利
光　

一
紀
様（
船
Ｓ
44
卒
）Ｒ
３
・
12
・
14
逝
去

中
山　

郁
生
様（
造
Ｓ
42
卒
）Ｒ
４
・
９
・
16
逝
去

倉
松　

隆
二
様（
船
Ｓ
58
卒
）Ｒ
２
・５
・
８
逝
去

辻　
　

史
郎
様（
電
Ｓ
40
卒
）Ｒ
５
・
４
・
30
逝
去

今
田　

幹
雄
様（
電
Ｓ
59
卒
）Ｒ
４
・５
・
19
逝
去

林
田　
　

健
様（
建
Ｈ
19
卒
）Ｒ
５
・
６
・７
逝
去

　

今
日
の
集
ま
り
は
、旧
長
崎
造
船
大
學（
昭

和
五
十
三
年
以
前
卒
）卓
球
部
Ｏ
Ｂ
会
で
す
。

発
起
人
は
桑
原
先
輩
（
船
舶
Ｓ
43
年
卒
）
の

呼
び
か
け
で
、
青
嶋
（
電
気
Ｓ
48
年
卒
）
が

世
話
役
と
し
て
、
さ
る
４
月
27
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

写
真
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
そ
の
面
影
は

学
生
時
代
と
は
異
な
っ
て
い
た
が
、
互
い
に

酒
が
入
る
と
次
第
に
饒
舌
と
な
り
、
当
時
の

出
来
事
や
入
部
の
経
緯
に
つ
い
て
話
が
及
ぶ

と
約
五
十
年
（
半
世
紀
）
前
の
思
い
出
が
よ

み
が
え
っ
た
の
か
、
時
を
忘
れ
て
語
り
合
っ

た
次
第
で
す
。

　

遠
く
は
静
岡
、
大
阪
や
山
口
か
ら
も
来
崎

さ
れ
た
皆
様
を
、「
長
崎
の
銅
座
」
の
夜
風

　

六
月
二
日
㈮
は
、
群
馬
県
在
住
の
小
川
君

（
同
級
生
・
機
械
科
・
サ
ッ
カ
ー
部
）
が
長

崎
へ
の
帰
省
途
中
に
博
多
へ
立
寄
り
頂
き
比

恵
島
く
ん
と
三
名
で
会
食
し
ま
し
た
。

＊
写
真
：
比
恵
島
君
（
左
側
）・
小
川
君
（
右

　

側
）・
濵
村
（
中
央
）
で
す
。

小
川
哲
也
さ
ん
（
機
Ｓ
57
年
卒
）
か
ら

　

四
十
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
サ
ッ
カ
ー
部
の

後
輩
。お
互
い
に
六
十
歳
を
超
え
ま
し
た
が
、

旧
長
崎
造
船
大
學
卓
球
部
Ｏ
Ｂ
会

サ
ッ
カ
ー
部
ミ
ニ
同
窓
会

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ

ま
し
た
。　

　

機
会
が
有
れ
ば
も
っ
と
多
く
の
人
と
再
会

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

濵
村　

毅
さ
ん
（
建
Ｓ
57
年
卒
）
か
ら

　

同
窓
会
事
務
局
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
て
、

比
恵
島
く
ん
（
サ
ッ
カ
ー
部
の
後
輩
）
に
四

十
年
ぶ
り
に
再
会
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
お
陰
様
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。今
後
、

こ
の
輪
を
広
げ
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

同
窓
会
事
務
局
か
ら

　

コ
メ
ン
ト
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

濵
村
様
か
ら
サ
ッ
カ
ー
部
の
後
輩
と
連
絡
を

取
り
た
い
と
の
メ
ー
ル
が
あ
り
、
後
輩
の
方

へ
同
窓
会
事
務
局
か
ら
濵
村
様
の
依
頼
を
お

伝
え
し
ま
し
た
。
お
手
伝
い
が
で
き
、
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

は
昔
と
同
じ
よ
う
に
優
し
く
迎
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　

二
次
会
は
「
カ
ラ
オ
ケ
」、
す
る
と
同
時

に
飲
む
酒
も
「
酒
」
か
ら
「
ウ
イ
ス
キ
ー
」

へ
と
な
っ
た
と
か
？
帰
り
の
タ
ク
シ
ー
も
互

い
に
別
れ
難
い
の
か
？
六
人
乗
り
の
外
車
で

帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　
　
“
皆
さ
ん
お
元
気
で
、

又
会
い
ま
し
ょ
う
！
”　
　

鈴
木　

省
悟
（
建
築
Ｓ
49
年
卒
）
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拝啓　長崎地区同窓生の皆さまには、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
平素は同窓会の活動に関して、ご理解ご協力賜り誠にありがとうございます。
コロナ禍でしばらく開催することができませんでしたが、次のとおり開催を決定いたしました。長崎
県内、またお近くにお住いの同窓生の皆様多数ご参加くださいますようお願い致します。　　 敬　具

11月10日金 
［開場：18：00］

日  時

平安閣サンプリエール４F
五島町電停前・元船町２－４

Facebookまたは同窓会HP

令和５年

で検索！

TEL：822-3390
場  所

その他

7 , 0 0 0円会  費

至
旭
大
橋

至
市
役
所

五島町バス停

五島町電停 長崎駅前電停
サンプリ
エー ル

JR長崎駅

長崎
トヨタ

地 図

かんたん申込み

出欠の締め切りは令和５年10月３１日です。それまでにご連絡ください。

第１部

演題

▲

変わりゆく長崎駅周辺
講師

▲

長崎市駅周辺整備室

18：30～ 長崎市出前講座

第2部 19：00～ 懇親会

（当日会場にて徴収となります）

長崎総合科学大学同窓会 検索

095−838−5133 電話の方は  月・水・金  9時～16時迄電話・
FAX

▲

集合写真はFacebook
に掲載いたします。

申
込
み
方
法

電話または
FAXの場合
郵送の場合 〒851-0193 長崎県長崎市網場町536　大学同窓会事務局宛
E-mailの場合 info@tyousoudai-dousoukai.net

お名前、卒業年次、学科、住所、連絡先（電話、メール等）をお知らせください。
右記

QRコードから
申し込みを
お願いします

■その他の申込み方法

令和
５年度 長崎地区同窓会のお知らせ

令和６年度学生募集について、同窓生皆様のご協力を宜しくお願いいたします。

令和６年度
学生募集要項

　会員皆様のお子さまを始め、お知り合いの受験生の皆様に、母校への受験をお勧めください。
　なお、同窓会会員のお子さまが入学された場合には、入学年次の前期授業料の一部２０万円が
免除されます。お問い合わせ・資料請求等については、入試広報課へお願いします。
　今後とも学生募集に当たりましては、会員皆様のご協力をお願い申し上げます。

　　　制度

項目　　　

学校推薦型選抜 総合型選抜 一 般 選 抜
一般推薦選抜、専門学科・総合学科選抜 総合選抜 一　般　選　抜 大学入学共通テスト利用選抜

前期 後期 Ⅰ　　期 Ⅱ　　期 Ⅲ　　期 Ⅰ　　期 Ⅱ　　期 Ⅲ　　期
募
集
定
員

工 学 部 ５０名 ２０名 ４０名 ３０名
総合情報学部 ３０名 １０名 ２５名 １５名

出 願 期 間
　（必　着）　

11/１ ㈬
↓

11/13 ㈪

1２/１ ㈮
↓

1２/６ ㈬
９/１ ㈮〜３/18 ㈪

１/９ ㈫
↓

１/２6 ㈮

２/13 ㈫
↓

３/５ ㈫

３/11 ㈪
↓

３/18 ㈪

１/９ ㈫
↓

２/２ ㈮

２/13 ㈫
↓

３/７ ㈭

３/11 ㈪
↓

３/19 ㈫

試　験　日 11/19 ㈰ 1２/1０ ㈰
①1０/13 ㈮
②11/19 ㈰
③1２/1０ ㈰

④２/４ ㈰
⑤３/９ ㈯
⑥３/２1 ㈭

２/３ ㈯
２/４ ㈰ ３/９ ㈯ ３/２1 ㈭ − − −

合格発表日 1２/１ ㈮ 1２/18 ㈪
①11/１ ㈬
②1２/１ ㈮
③1２/18 ㈪

④２/13 ㈫
⑤３/15 ㈮
⑥３/２3 ㈯

２/13 ㈫ ３/15 ㈮ ３/２3 ㈯ ２/13 ㈫ ３/15 ㈮ ３/２3 ㈯

入
試
科
目
等

工 学 部
工学科

総合情報学部
総合情報学科

プレゼンテーション  （1００点）

面　接（個別）  （1００点）

調査書  （1００点）

計　3００点　

プレゼンテーション
（1００点）

面　接（個別） （1００点）

調査書  （1００点）

計　3００点　

２科目 数学及び面接 ４科目又は３科目
１時間目  （1００点）
　国語（国語総合（近代以降の
　　　　文章））
　理科（物理、化学、生物）
　外国語（コミュニケーション英語Ⅰ
　　　　　＋コミュニケーション英語Ⅱ）
２時間目　数学  （1００点）

計　２００点　

１時間目　数学
  （1００点）
２時間目
面接（個別）

  （1００点）
計　２００点　

工学部・工学科
４科目とし、数学①及び数学②を必須科目とする。（各1００点）
他の２科目は国語、地理歴史・公民、理科②、外国語の高
得点のものとする。（各科目２００点に換算）

　　　計　6００点
総合情報学部・総合情報学科
３科目とし、数学①または数学②を必須科目とする。
他の２科目は国語、地理歴史・公民、理科②、外国語の高
得点のものとする。（各科目２００点に換算）

　　　計　6００点

試　験　場
本学、佐世保、五島、
那覇、鹿児島、宮崎、
大分、熊本、佐賀、福岡、
松山、広島、大阪、東京

本学、
福岡 本学

本学、佐世保、五島、
那覇、鹿児島、宮崎、
大分、熊本、佐賀、福岡、
松山、広島、大阪、東京

本学、鹿児島、
福岡、広島、
大阪、東京

本学 − − −

◇問合せ・資料請求先　　長崎総合科学大学　入試広報課
　　　　　　　　　　　　　〒851−0193　長崎市網場町536　　　　0120−801−253
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⎩


